
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「よりよい自分」に出会える学窓を目指して
          ～小・中学校の 9 カ年を見通した教育課程の編成～  

✉

北海道教育大学附属札幌小・中学校 特別支援学級（ふじのめ学級） 

 

授業公開・授業交流 
小学校 （４・６年生） 中学校（１～３年生） 

自立活動（じぶんアップタイム） 

「まねる→きづく→のばす」 

自立活動（自分の時間） 

「なりたい自分に近づこう」 

小３組担任 
扇 宏佑 

中２Ｄ組担任 
鈴木 理久 

 

小・中学校ともに児童生徒が主体的に取り組む自立活
動の実践を公開いたします。 

小学校は、「なりたい自分」を考える基盤として、自分の
得意なことだけでなく、苦手なことも前向きに捉えることを
目指し、児童自身が成長を実感できる実践を行います。 

中学校は、生徒が設定した「なりたい自分」に向けた活
動と振り返りを通じて、自分の課題を肯定的に捉え、対処
の仕方を考えて行動する力の育成を目指します。 

菊地 一文（弘前大学大学院 教育学研究科 教職実践専攻 教授） 
国立特別支援教育総合研究所主任研究員、植草学園大学准教授などを経て、現職。
自立活動において、子ども自身が参画し「よりよい自分」を目指していく姿を引
き出す取組について、 「児童生徒のウェルビーイングに向けたキャリア発達支援」
をテーマにお話しいただく予定です。 

児童生徒のウェルビーイングに向けたキャリア発達支援 

 

 


